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安全・快適　24時間運航
の魅力

特 集
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   詳しくは鹿児島市広報課1216-1133へ

●テレビ・ラジオでは、随時、最新の市政情報を
　お知らせしています
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�屋外のオブジェ

【慈　愛】
富永　直樹作
〜市立病院〜

市民フォト鹿児島は、市ホームページ
（http://www.city.kagoshima.lg.jp）でもご覧いただけます
市民フォト鹿児島は個人購読ができます 定価 200円  
申し込みは鹿児島市広報課 1216-1133へ

★表紙写真説明
桜島に向けて出港する第十五櫻島丸（チェリークイーン）
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安全・快適　24時間運航
の魅力

特 集

昭和９年の運航開始以来、多くの人を運んできた桜島フェリー。
生活航路、桜島への観光アクセスとして重要な役割を果たしている桜島フェリーの魅力とさま

ざまな表情を紹介します。
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24時間安全・快適運航

の魅力

　

年
間
乗
客
数
約
５
１
９
万
人
、車
両
数
約
１

５
２
万
台―

桜
島
フ
ェ
リ
ー
は
日
本
一
の
輸
送

量
を
誇
る
、全
国
で
も
珍
し
い
公
営
フ
ェ
リ
ー
で

す
。

　

昭
和
９
年
に
当
時
の
西
桜
島
村
の
生
活
航
路

と
し
て
運
航
を
始
め
た
桜
島
フ
ェ
リ
ー
は
、現

在
６
隻
の
船
舶
を
所
有
し
、24
時
間
３
６
５
日

運
航
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
安
全
・
快
適
な
運
航
を
確
保
す
る
た

め
、多
く
の
人
た
ち
の
日
々
の
努
力
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
努
力
と
実
績
が
実
り
、平
成
21
年
３
月

に
は
、国
土
交
通
省
か
ら
船
舶
の
安
全
運
航
な

ど
の
対
応
が
確
立
さ
れ
た
事
業
所
と
し
て
認
定

を
受
け
ま
し
た
。

フェリーの心臓部・機関室　運航中もトラブルがないか目を光らせる

リズミカルに車を誘導

桜島に来た皆さんを笑顔で出迎え

ドックでは１年の航海で痛んだ船体の補修
などを行う

久保　織絵さん（甲板員）

安
全
・
快
適
を
支
え
る
人
た
ち

　第十六櫻島丸（ドルフィンラ
イナー）の甲板員として整備の
ほかに、車の誘導や操舵、客
室の巡視、清掃などのほか、船
体の整備に携わっています。
　わずか15分の航海ですが、
安全に、そしてお客様が気持
ちよくくつろいでいただけるよ
う、常に心掛けています。

安全運航を支える人たち

快適運航を支える人たち

　24時間365日、運航し続けるフェリーにトラブルがないよう
に、ドックでの定期整備、検査はもちろんのこと、運航中も機
関室では計器類のチェックや点検は欠かせない。

常にお客様の安全を心掛けて

　たくさんの人たちが乗るフェリー。乗
客の動きや車両の乗降など周囲の
状況に気を配り、15分の船旅を快適
に過ごせるように努めている。

特 集

そう だ
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24時間安全・快適運航

の魅力

国生　敬さん
（桜島二俣町）

　桜島フェリーを通勤で利用していま
す。単に通勤・通学の手段というだけで
はなく、乗船している時間にほかの利
用者といろいろ話ができ、コミュニケー
ションの場になっています。
　また24時間運航なので、病気になっ
たときなど、夜中でも病院に行けるとい
うことは、住民にとっては安心ですね。

　桜島フェリーは1日平
均約14,000人の乗客と
約4,200台の車両（平成
21年度）が利用する日本
一の航路
　混み合う時間帯は10
分おきに運航し、多くの乗
客・車両を運ぶ

　平成15年に就航した第十八櫻島丸
（プリンセスマリン）は船内にバリアフリー
席やエレベーターを備えている

住民には切っても切れない存在です

二つの半島を結ぶ「生活海道」

鹿
児
島
市
街
地
と
桜
島
の
約
３
・
４
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
を
結
ぶ
桜
島
フ
ェ
リ
ー
は
、

桜
島
に
住
む
人
た
ち
に
と
っ
て
、通
勤
や

通
学
、買
い
物
な
ど
に
利
用
す
る
大
切
な

生
活
の
足
で
す
。

そ
し
て
薩
摩
半
島
と
大
隅
半
島
を
短

時
間
で
結
ぶ
物
流
の
動
脈
で
も
あ
り
ま

す
。
桜
島
フ
ェ
リ
ー
は
錦
江
湾
と
い
う

「
海
の
道
」を
今
日
も
多
く
の
人
た
ち
の

生
活
を
乗
せ
て
走
り
ま
す
。

生
活
を
支
え
る
住
民
の
足
と
し
て

フェリーが到着すると料金所はあわただしくなる

朝の鹿児島港フェリーターミナル。多くの通勤・通学客が乗り降りする

特 集
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24時間安全・快適運航

の魅力

今
も
噴
煙
を
上
げ
る
活
火
山
・
桜
島
。

地
球
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
体
感
で
き
る
大

溶
岩
原
な
ど
の
素
晴
ら
し
い
自
然
景
観

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。ま
た｢

宝
の
山｣

と

も
称
さ
れ
、桜
島
大
根
や
桜
島
小
ミ
カ
ン

な
ど
特
色
あ
る
農
産
物
や
水
産
資
源
、語

り
継
が
れ
る
数
々
の
噴
火
の
歴
史
な
ど

多
彩
な
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

桜
島
フ
ェ
リ
ー
は
世
界
に
誇
る
観
光
資

源
・
桜
島
へ
の
ア
ク
セ
ス
手
段
と
し
て
、多

く
の
観
光
客
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

波
穏
や
か
な
錦
江
湾
、正
面
に
雄
大
な

桜
島
を
望
む
最
高
の
ス
テ
ー
ジ
を
走
る

桜
島
フ
ェ
リ
ー
は
、わ
ず
か
15
分
の
船
旅

な
が
ら
感
動
が
あ
ふ
れ
る
上
質
の
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

桜
島
フ
ェ
リ
ー
で
楽
し
む
桜
島

15分間の上質クルーズ

潮風を感じながら食べるうどん
の味は格別

夕景の錦江湾からは市街地の夜景も楽しめる

桜島をバックに「ハイ、チーズ」 潮風に吹かれながら、快適な船旅

大分県から来た原田清子さん・和幸さん、
藤原茂喜さん・歌子さん

展望デッキには多くの人が集う

桜島フェリーグッズ

オーシャンビューの展望室から眺める桜島は観光客に人気

湯之平展望所 「桜島」溶岩なぎさ公園足湯

　周辺を散策するもよし、活火山・桜島を体感しにドライブをするもよし。思い思いに
「桜島」をお楽しみください。

　船内の売店は桜島の特産
品やおみやげのほか、桜島
フェリーグッズも扱っている。
　また桜島フェリー名物のうど
ん。乗船したら、早めに注文を

兄弟で鹿児島を
旅行しています。
待たずに乗れて
便利だし、何より
船旅を味わうこと
ができて、一味
違った鹿児島を
楽しめますね

上質クルーズを楽しんだ後は桜島を満喫しませんか

　鹿児島の夏の風物詩として、広く親しまれている桜島納涼観光

船。鹿児島港を出港し、夕日に映える溶岩原と鹿児島市街地の夜

景を楽しみながらの２時間のクルージング。

　楽しい船内イベントや水中花火で夏の夜を満喫しては。運航は

８月31日まで（13日～15日は運休）。詳しくは船舶部営業課 

293-2525へ

夏の錦江湾クルージング「桜島納涼観光船」

特 集

毎夜50発の水中花火が楽しめる
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　船内の売店は桜島の特産
品やおみやげのほか、桜島
フェリーグッズも扱っている。
　また桜島フェリー名物のうど
ん。乗船したら、早めに注文を

兄弟で鹿児島を
旅行しています。
待たずに乗れて
便利だし、何より
船旅を味わうこと
ができて、一味
違った鹿児島を
楽しめますね

上質クルーズを楽しんだ後は桜島を満喫しませんか

　鹿児島の夏の風物詩として、広く親しまれている桜島納涼観光

船。鹿児島港を出港し、夕日に映える溶岩原と鹿児島市街地の夜

景を楽しみながらの２時間のクルージング。

　楽しい船内イベントや水中花火で夏の夜を満喫しては。運航は

８月31日まで（13日～15日は運休）。詳しくは船舶部営業課 

293-2525へ

夏の錦江湾クルージング「桜島納涼観光船」

特 集

毎夜50発の水中花火が楽しめる
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24時間安全・快適運航

の魅力

鹿児島港 桜島港

輸
送
量
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

桜
島
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
大
切
な
生
活
航
路
と
し

て
は
も
ち
ろ
ん
、鹿
児
島
が
世
界
に
誇
る
観
光
資
源
・

桜
島
へ
の
ア
ク
セ
ス
航
路
と
し
て
、本
市
の
観
光
振

興
に
寄
与
し
て
お
り
、観
光
客
の
誘
致
に
も
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

わ
ず
か
15
分
の
乗
船
時
間
で
す
が
、雄
大
な
桜
島

を
眼
前
に
眺
め
、波
静
か
な
錦
江
湾
を
横
断
す
る
船

旅
は
爽
快
で
す
。観
光
客
の
皆
さ
ん
に
は
、ぜ
ひ
そ
の

魅
力
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ま

た「
桜
島
納
涼
観
光
船
」は
多
く
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
て
お
り
、鹿
児
島
の
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま

す
。来

年
春
に
待
望
の
九
州
新
幹
線
が
全
線
開
業
し
ま

す
。桜
島
や
市
街
地
の
素
晴
ら
し
い
景
観
を
一
望
で

き
る
桜
島
フ
ェ
リ
ー
も
活
用
し
て
、鹿
児
島
の
魅
力

を
全
国
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
市
長
は
桜
島
フ
ェ
リ
ー
を
今
後
、ど
の
よ
う
に
活

用
し
て
い
く
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

今
年
５
月
〜
６
月
に
新
し
い
企
画
と
し
て「
よ
り

み
ち
ク
ル
ー
ズ
船
」の
試
験
運
航
を
行
い
ま
し
た
。桜

島
と
錦
江
湾
の
魅
力
を
身
近
に
堪
能
し
、普
段
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
桜
島
の
表
情
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
と
多
く
の
市
民
や
観
光
客
の
皆
さ
ん
か
ら
好
評
を

い
た
だ
い
て
お
り
10
月
〜
11
月
に
も
運
航
し
ま
す
。

ま
た
、来
年
春
に
は
本
市
初
の
電
気
推
進
船
を
導

入
し
ま
す
。名
前
も
桜
島
の「
サ
ク
ラ
」と
天
使
を
意

■
桜
島
フ
ェ
リ
ー
に
対
す
る
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

桜
島
フ
ェ
リ
ー
は
、昭
和
９
年
に
当
時
の
西
桜
島
村
民

の
生
活
航
路
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。昭
和
19
年
に

は
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
の
運
航
を
始
め
、昭
和
59
年
４
月
か
ら

は
24
時
間
運
航
と
な
り
、物
流
面
で
も
薩
摩
半
島
と
大
隅

半
島
を
結
ぶ
重
要
な
海
上
交
通
機
関
と
し
て
、年
間
乗
客

数
約
５
１
９
万
人
、車
両
約
１
５
２
万
台
と
世
界
屈
指
の

味
す
る「
エ
ン
ジ
ェ
ル
」を
合
わ
せ
た「
サ
ク
ラ
エ
ン

ジ
ェ
ル
」に
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
船
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮
し
た
２
隻
目
の

船
で
あ
り
、環
境
に
も
優
し
く
、乗
り
心
地
の
よ
い
船

で
す
の
で
、乗
客
の
皆
さ
ん
に
き
っ
と
満
足
し
て
い

た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。ま
た
新
幹
線「
さ
く
ら
」で

本
市
を
訪
れ
る
観
光
客
の
皆
さ
ん
が
、「
サ
ク
ラ
エ
ン

ジ
ェ
ル
」で
桜
島
や
鹿
児
島
の
魅
力
を
堪
能
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
、利
用
者

の
皆
さ
ん
に
快
適
な
船
旅
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。そ
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
安
全
な
運
航

に
心
掛
け
、皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、親
し
ま
れ
る
桜
島

フ
ェ
リ
ー
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
長
に
聞
く

森　博幸 市長森　博幸 市長

〜
安
全
・
快
適
　

24
時
間
運
航

　
　
　
　
　

桜
島
フ
ェ
リ
ー
の
魅
力
〜

桜島をバックに航行する第十八櫻島丸（プリンセスマリン）桜島をバックに航行する第十八櫻島丸（プリンセスマリン）

来年春にデビュー
「サクラエンジェル」

よりみちの旅を楽しんでみませんか

そ
う
か
い

　「環境にやさしく、経済的で、バリアフリーに配慮

した、利用者に親しまれる」ことをコンセプトに、現

在、桜島フェリー初の電気推進船を建造しています。

　この新船のネーミングは「サクラエンジェル」と

決まり、九州新幹線全線開業と同じ、平成23年春に

デビューします。

　利用者や観光客の足としてはもちろんのこと、桜

島観光の一翼を担

うものとして期待

されます。

　「よりみちクルーズ船」に乗船してみ

て、いつものフェリーから見ている桜島

とは違った風景を見ることができ、特に

海側から間近に迫る大正溶岩原はとて

も迫力がありました。

　また海岸近くを走るので、フェリーに

向かって手を振る人たちの姿が近くに見

えたのが印象的でした。

　45分の船旅はちょうどいい時間だし、

通常料金で乗船できてリーズナブル。観

光客はもちろん地元の皆さんも楽しむことができるのではないで

しょうか。

　それに昼間に運航するので、お弁当を持って友達と船上ランチ

を楽しむというのもいいですよね。

「普段見ることのできない桜島の顔」を楽しみませんか
桜島と錦江湾の魅力を海上から身近に堪能してもらうため、鹿児島港から神瀬～大正溶岩原沖を通り、

桜島港へと至る45分の船旅「よりみちクルーズ船」。5月19日から6月9日の間の4回の試験運航には多く

の皆さんが乗船し、好評を博しました。

また10月13日～11月24日まで6回の運航を予定（11月3日を除く水曜日運航）。秋の一日、桜島まで

ちょっと寄り道の船旅を楽しんでみては。詳しくは船舶部営業課 293-2525 へ

大正溶岩原沖

神瀬

沖小島

特 集

馬込　由紀さん
（JR九州客室乗務員）

沖小島

白い灯台がある神瀬

大正溶岩原
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の魅力
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線
が
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線
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を
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用
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ェ
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を
今
後
、ど
の
よ
う
に
活
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お
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え
で
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か
。

今
年
５
月
〜
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月
に
新
し
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企
画
と
し
て「
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船
」の
試
験
運
航
を
行
い
ま
し
た
。桜

島
と
錦
江
湾
の
魅
力
を
身
近
に
堪
能
し
、普
段
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
桜
島
の
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を
楽
し
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こ
と
が
で
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と
多
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市
民
や
観
光
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の
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さ
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ら
好
評
を
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た
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お
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10
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〜
11
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も
運
航
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す
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ま
た
、来
年
春
に
は
本
市
初
の
電
気
推
進
船
を
導

入
し
ま
す
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も
桜
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の「
サ
ク
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」と
天
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を
意

■
桜
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ェ
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ー
に
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す
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思
い
を
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だ
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ェ
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和
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年
に
当
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の
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航
路
と
し
て
ス
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し
ま
し
た
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和
19
年
に

は
カ
ー
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ェ
リ
ー
の
運
航
を
始
め
、昭
和
59
年
４
月
か
ら

は
24
時
間
運
航
と
な
り
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流
面
で
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半
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と
大
隅
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結
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重
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間
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万
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両
約
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５
２
万
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と
世
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の
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す
る「
エ
ン
ジ
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ル
」を
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せ
た「
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エ
ン
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決
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り
ま
し
た
。

こ
の
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フ
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に
配
慮
し
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の
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で
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よ
い
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で
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。
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の
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と
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す
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に
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掛
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に
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り
ま
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した、利用者に親しまれる」ことをコンセプトに、現
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デビューします。

　利用者や観光客の足としてはもちろんのこと、桜

島観光の一翼を担

うものとして期待

されます。

　「よりみちクルーズ船」に乗船してみ

て、いつものフェリーから見ている桜島

とは違った風景を見ることができ、特に

海側から間近に迫る大正溶岩原はとて

も迫力がありました。

　また海岸近くを走るので、フェリーに

向かって手を振る人たちの姿が近くに見

えたのが印象的でした。

　45分の船旅はちょうどいい時間だし、

通常料金で乗船できてリーズナブル。観

光客はもちろん地元の皆さんも楽しむことができるのではないで

しょうか。

　それに昼間に運航するので、お弁当を持って友達と船上ランチ

を楽しむというのもいいですよね。

「普段見ることのできない桜島の顔」を楽しみませんか
桜島と錦江湾の魅力を海上から身近に堪能してもらうため、鹿児島港から神瀬～大正溶岩原沖を通り、

桜島港へと至る45分の船旅「よりみちクルーズ船」。5月19日から6月9日の間の4回の試験運航には多く

の皆さんが乗船し、好評を博しました。

また10月13日～11月24日まで6回の運航を予定（11月3日を除く水曜日運航）。秋の一日、桜島まで
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て
語
り
合
っ
た
と
い
う
。

薩
藩
留
学
生
は
、大
変
恵
ま
れ
た
環
境

の
も
と
に
勉
学
に
励
む
こ
と
が
で
き
た
が
、

長
州
藩
留
学
生
は
渡
航
も
貨
物
船
に
便

乗
し
、ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
し
て
自
分
で
稼

ぎ
な
が
ら
四
カ
月
か
け
て
イ
ギ
リ
ス
へ
着

い
た
と
い
う
。こ
の
五
人
の
世
話
を
し
た
の

は
、マ
セ
ソ
ン
商
会
社
長
の
紹
介
に
よ
る
ロ

ン
ド
ン
大
学
の
化
学
教
授
ウ
イ
リ
ア
ム
ソ

ン
博
士
で
、当
時
の
学
長
は
博
士
の
義
父

で
あ
っ
た
。磯
永（
長
沢
）を
除
く
十
四
人

の
薩
摩
の
留
学
生
は
、長
州
の
留
学
生
と

同
様
全
員
が
法
文
学
部
に
入
学
し
た
が
、

こ
れ
も
ウ
イ
リ
ア
ム
ソ
ン
博
士
の
多
大
な

る
尽
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。た
だ
、長

州
藩
留
学
生
は
生
活
が
苦
し
く
、そ
の
た

め
薩
摩
の
留
学
生
た
ち
は
、お
金
を
出
し

合
っ
て
援
助
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
、薩
摩
の
留
学
生
も
翌
年
の
慶
応
二

（
一
八
六
六
）年
に
は
、国
内
の
倒
幕
運
動
が

薩摩の若者 海を渡る

慶
応
元(

一
八
六
五)

年
五
月
二
十
八
日
、

ロ
ン
ド
ン
に
着
い
た
薩
藩
留
学
生
を
出
迎

え
た
の
は
、長
崎
の
グ
ラ
バ
ー
商
会
の
ト
ー

マ
ス
・
グ
ラ
バ
ー
の
兄
で
あ
る
ジ
ェ
イ
ム
ス
・

グ
ラ
バ
ー
で
あ
っ
た
。一
行
は
市
内
の
ケ
ン

ジ
ン
ト
ン
・
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
た
。留
学
生

は
案
内
役
の
ラ
イ
ル
・
ホ
ー
ム
の
勧
め
で
、

ロ
ン
ド
ン
大
学
入
学
ま
で
の
間
、異
国
の

生
活
に
慣
れ
、ま
た
語
学
習
得
の
た
め
に
、

英
語
教
師
を
得
て
ホ
テ
ル
近
く
に
宿
を
借

り
、翌
日
か
ら
合
宿
生
活
を
始
め
る
こ
と

に
な
っ
た
。し
か
し
、こ
う
し
た
合
宿
生
活

も
経
費
が
か
か
り
効
果
も
あ
ま
り
期
待
で

き
な
い
と
し
て
、そ
の
後
は
そ
れ
ぞ
れ
二
人

ず
つ
現
地
の
大
学
教
授
宅
な
ど
に
分
宿
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。た
だ
し
、磯
永
彦
助（
長

沢
鼎
）は
十
三
歳
で
大
学
入
学
の
年
齢
に

達
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、他
の
留
学
生

と
離
れ
、一
人
グ
ラ
バ
ー
の
故
郷
で
あ
る
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
家
族
の
も
と
で
勉
学
に

励
む
こ
と
に
な
っ
た
。

あ
る
日
、驚
い
た
こ
と
に
ロ
ン
ド
ン
の
留

学
生
の
宿
舎
に
、長
州
藩
士
の
山
尾
庸よ

う

三ぞ
う

、

井
上
勝
、遠
藤
謹き

ん

助す
け

の
三
人
が
訪
ね
て
来

た
。薩
摩
の
留
学
生
た
ち
は
遠
く
イ
ギ
リ

ス
に
来
て
、ま
さ
か
日
本
人
と
出
会
う
と

は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。し
か
も
、長
州

藩
と
言
え
ば
、当
時
日
本
で
は
尊そ

ん

皇の
う

攘じ
ょ
う

夷い

を
唱
え
て
倒
幕
の
先
頭
に
立
っ
て
い
た
藩

で
あ
る
。こ
の
長
州
藩
士
は
薩
藩
留
学
生

よ
り
す
で
に
二
年
前
、五
人
で
イ
ギ
リ
ス

に
来
て
い
た
が
、そ
の
う
ち
の
井
上
馨
と
伊

藤
博
文
の
二
人
は
、長
州
藩
が
外
国
か
ら

砲
撃
を
受
け
る
と
い
う
情
報
を
得
て
前
年

急
き
ょ
帰
国
し
、三
人
が
残
っ
た
の
だ
と
い

う
。当

時
、日
本
で
は
、薩
摩
と
長
州
は
対
立

関
係
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
っ
た
が
、異
国
の

地
で
は
怨お

ん

讐し
ゅ
う

を
乗
り
越
え
る
ほ
ど
の
親
近

感
が
あ
っ
た
よ
う
で
、将
来
の
日
本
に
つ
い

▪
薩
長
留
学
生
の
英
国
で
の
出
会
い

加
速
し
、藩
か
ら
の
送
金
も
途
絶
え
て
帰

国
を
余
儀
な
く
さ
れ
、一
同
ば
ら
ば
ら
に

帰
国
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。

当
時
の
日
本
で
は
、「
お
国
の
た
め
」と
は

「
藩
」と
い
う
意
識
し
か
持
て
な
か
っ
た
人

が
大
半
で
あ
っ
た
が
、外
国
で
留
学
生
が

真
に
学
び
得
た
も
の
は
、国
家
意
識
で
あ
っ

た
。こ
う
し
た
外
国
で
の
生
活
や
心
の
変
化

を
、森
有
礼（
初
代
文
部
大
臣
）は「
汚お

魂こ
ん

ヲ

洗せ
ん

濯た
く

仕つ
か
ま
つリ
居お

り
申も

う

し
候そ

う
ろ
う」と
兄
の
横
山
安

武
に
手
紙
を
書
い
て
い
る
。坂
本
龍
馬
も
脱

藩
し
た
翌
年「
日
本
を
今
一
度
せ
ん
た
く

致
し
申
し
候
事
に
い
た
す
べ
く
と
の
神
願

に
て
候
」と
姉
の
乙
女
に
手
紙
を
書
き
送
っ

て
い
る
。新
し
い
も
の
に
触
れ
、視
野
が
広

が
り
、志
を
高
く
掲
げ
た
と
き
の
心
境
は

同
じ
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

慶
応
元
年
と
い
え
ば
、国
内
で
は
薩
長

鹿
児
島
市
維
新
ふ
る
さ
と
館

　

館
長 

福
田　

賢
治

昭
和
41
年
に
中
学
校
の
社
会
科
教
諭

と
な
り
、清
水
中
学
校
校
長
を
最
後

に
平
成
14
年
３
月
定
年
退
職
。同
年

4
月
か
ら
維
新
ふ
る
さ
と
館
の
歴
史

解
説
員
。19
年
６
月
か
ら
同
館
館
長
。

鹿
児
島
市
出
身
。

そ
の
４

若き薩摩の群像
　（鹿児島中央駅前広場）



13 薩摩の若者 海を渡る

同
盟
の
機
運
が
生
ま
れ
、翌
慶
応
二
年
の
一

月
に
は
同
盟
が
結
ば
れ
る
の
で
あ
る
が
、日

本
を
離
れ
た
遠
い
異
国
の
地
イ
ギ
リ
ス
に

お
い
て
も
、薩
長
同
盟
に
つ
な
が
る
留
学
生

た
ち
の
交
流
が
始
ま
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

は
興
味
深
い
出
来
事
で
あ
る
。

▪森有礼生誕記念碑（春日町）

▪碑文

▪平成20年11月、市青少年の翼事業でイギリス
を訪問し、ロンドン大学構内にある薩藩留学生
らをたたえる碑を見学する高校生
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榎
え の き

木 孝
たか

明
あき

さん

菱刈町（現・伊佐市）生まれ。武蔵野美術大学
に学び劇団四季を経て、1984年NHK朝の
連続テレビ小説『ロマンス』主演でテレビデ
ビュー。俳優として映画・テレビ・舞台で活躍
し、NHK大河ドラマ『篤姫』や舞台にも多数
出演。また、アジアを中心に世界各地を旅し、
水彩画を描き続ける画家としても知られる。

略　　　　歴

長
年
、企
画
を
温
め
て
き
た
映
画「
半
次

郎
」。幕
末
・
明
治
維
新
に
活
躍
し
た
薩
摩

の
志
士「
桐
野
利
秋（
中
村
半
次
郎
）」に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
た
こ
の
作
品
を
、企
画
、主

演
し
、故
郷
鹿
児
島
で
の
ロ
ケ
に
臨
ん
だ
。

不
況
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
不
屈
の
精
神
で

完
成
さ
せ
た
作
品
が
い
よ
い
よ
９
月
公
開

を
迎
え
る
。

鹿
児
島
発
の
映
画
で

　

ふ
る
さ
と
を

　
　

そ
し
て
日
本
を
元
気
に
し
た
い

鹿
児
島
発
の
映
画
で

　

ふ
る
さ
と
を

　
　

そ
し
て
日
本
を
元
気
に
し
た
い
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人
は
意
外
と
そ
の
事
実
に
気
づ
い
て
い
な

い
人
が
多
い
で
す
が
、鹿
児
島
は
と
て
も

す
ば
ら
し
い
ま
ち
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。だ

か
ら
、鹿
児
島
発
の
映
画
で
た
く
さ
ん
鹿

児
島
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
、鹿
児
島
を
、そ
し

て
日
本
を
元
気
に
し
た
い
で
す
ね
」

先
行
き
不
透
明
な
現
代
、社
会
は
閉へ

い

塞そ
く

感か
ん

に
包
ま
れ
、ど
う
生
き
れ
ば
い
い
の
か
迷

い
悩
ん
で
い
る
人
が
多
い
。義
の
た
め
に
生

き
、そ
し
て
死
ん
で
い
く
、純
粋
な
薩
摩
武

士
・
桐
野
利
秋
の
生
き
方
を
通
し
て
、「
人

の
た
め
に
自
分
は
何
が
で
き
る
か
、何
を
す

べ
き
か
」と
い
う
武
士
道
の
考
え
方
の
意
味

を
、現
代
の
人
た
ち
に
伝
え
た
い
。そ
の
思

い
で
こ
の
作
品
を
作
り
あ
げ
た
。『
道
し
る

べ
を
持
た
な
い
若
者
た
ち
へ
、そ
し
て
道
し

る
べ
に
な
れ
な
い
大
人
た
ち
へ
。』熱
く
語

る
そ
の
視
線
の
先
に
は
、映
画「
半
次
郎
」

の
成
功
と
そ
れ
に
続
く
次
の
夢
も
浮
か
ん

で
見
え
た
。

小
中
学
校
の
こ
ろ
か
ら
絵
を
描
く
こ
と

が
大
好
き
だ
っ
た
。し
か
し
、絵
と
い
う
と

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
軟
弱
に
見
ら
れ
が
ち
。

そ
れ
を
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
す
る
か
の
よ
う

に
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
に

も
打
ち
込
み
、一
応
＂体
育
会
系
＂と
い
う

ポ
ー
ズ
も
取
り
な
が
ら
絵
は
描
き
続
け
て

い
た
。

大
学
は
、東
京
の
美
術
大
学
に
進
ん
だ
。

東
京
の
街
は
絵
画
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

刺
激
を
与
え
て
く
れ
た
。周
り
に
誰
も
知
っ

て
い
る
人
が
い
な
い
と
い
う
気
楽
さ
か
ら

か
、何
か
違
う
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
と
、芝

居
の
世
界
へ
足
を
踏
み
入
れ
る
。

「
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
チ
ャ
ン
バ
ラ
ご
っ
こ

が
大
好
き
で
、テ
レ
ビ
に
出
て
く
る
ヒ
ー

ロ
ー
に
な
り
き
り
、自
分
で
削
っ
た
木
刀
を

持
っ
て
山
の
中
を
駆
け
回
っ
て
い
ま
し
た
。

思
え
ば
、そ
う
い
う
こ
ろ
か
ら
今
の
下
準
備

が
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
」と
、懐
か
し
そ

う
に
振
り
返
る
。

絵
画
も
役
者
も
、自
分
が
感
じ
た
も
の

を
表
現
す
る
と
い
う
点
で
は
同
じ
。せ
り
ふ

の
裏
に
あ
る
登
場
人
物
の
気
持
ち
を
受
け

止
め
る
大
切
な「
感
性
」を
、四
季
折
々
の

色
彩
の
変
化
が
豊
か
な
鹿
児
島
の
自
然
・

風
土
が
育
み
、そ
し
て
今
も
大
き
な
影
響

を
与
え
続
け
て
い
る
。

鹿
児
島
は
西
郷
隆
盛
な
ど
主
役
級
の

人
物
を
多
く
輩
出
し
て
い
る
が
、桐
野
利
秋

（
中
村
半
次
郎
）は
西
郷
か
ら
大
変
信
頼

さ
れ
た
、側
近
中
の
側
近
と
い
う
印
象
だ
っ

た
。型
に
は
ま
ら
な
い
魅
力
を
持
つ「
薩
摩

の
ボ
ッ
ケ
モ
ン
」で
、情
に
も
厚
く
、若
者
か

ら
も
慕
わ
れ
て
い
た
と
い
う
半
次
郎
を「
い

つ
か
は
映
画
化
し
た
い
」と
30
代
後
半
の
こ

ろ
か
ら
考
え
て
い
た
。剣
術
に
優
れ
て
い
た

た
め
に「
人
斬
り
」の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
か

も
し
れ
な
い
が
、こ
の
映
画
で
は
そ
う
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
を
払ふ

っ
し
ょ
く拭
し
た
い
と
い
う
思
い

も
あ
っ
た
。

市
内
で
も
仙せ

ん

巌が
ん

園え
ん

や
桐
野
利
秋
開
墾
地

（
本
城
町
）で
ロ
ケ
を
実
施
。

「
故
郷
鹿
児
島
で
映
画
の
ロ
ケ
が
で
き
た

こ
と
は
、感
無
量
。人
間
は
夢
を
見
続
け
て

人
生
を
過
ご
す
も
の
だ
と
常
々
思
っ
て
き

ま
し
た
が
、鹿
児
島
で
映
画
を
撮
っ
て
い
る

と
ま
る
で
夢
の
中
に
い
る
よ
う
で
、こ
れ
が

夢
だ
っ
た
ら
覚
め
な
い
で
ほ
し
い
と
思
う

く
ら
い
の
喜
び
が
あ
り
ま
し
た
」

こ
の
作
品
は
、私
心
を
な
く
し
て
義
の

た
め
に
生
き
、死
ん
で
い
っ
た
人
た
ち
の
物

語
。自
分
自
身
が
そ
う
い
う
気
持
ち
に
な

ら
な
い
と
、こ
の
作
品
は
成
功
し
な
い
と
い

う
思
い
か
ら
、自
分
の
精
神
状
態
を
半
次

郎
に
同
化
さ
せ
る
こ
と
を
大
切
に
し
な
が

ら
演
じ
た
。

鹿
児
島
に
生
ま
れ
、ま
た
暮
ら
す
人
に

と
っ
て
、桜
島
は
精
神
的
な
支
柱
。き
っ
と

半
次
郎
た
ち
が
生
き
た
こ
ろ
も
、今
の
よ
う

に
噴
煙
を
上
げ
る
桜
島
を
眺
め
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
だ
け
で
、我
々
も
同
じ

時
の
流
れ
の
中
で
生
き
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
感
じ
ら
れ
る
。

そ
の
桜
島
の
も
と
で
、江
戸
か
ら
明
治
へ

と
大
き
く
時
代
を
変
え
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

生
ま
れ
た
が
、そ
れ
を
支
え
た

精
神
文
化
は
き
っ
と
世
界
に

通
じ
る
。だ
か
ら
こ
そ
、こ
の
映

画
で
は
鹿
児
島
発
の
日
本
の

精
神
文
化
を
世
界
に
広
め
た
い
。

「
世
界
を
旅
す
る
中
で
思
う

の
は
、や
は
り
自
分
の
原
点
は

日
本
そ
し
て
鹿
児
島
だ
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。鹿
児
島
に
住
む

鹿
児
島
の
よ
さ
を
全
国
へ

そ
し
て
世
界
へ
伝
え
た
い

鹿
児
島
の
自
然
の
中
で
育
は
ぐ
く
ま
れ

た
感
性

夢
の
中
に
い
る
よ
う
な
鹿
児
島
ロ

ケ
で
完
成
し
た
映
画「
半
次
郎
」

撮影の合間に筆を走らせる
ことも多い

映画「半次郎」公式サイトのホームページアドレス
http://hanjiro-movie.com/



3月14日～5月5日
“春の木市”大勢の人出でにぎわう
今年は木市振興会創立50周年を記念す
る木市の開催となり、甲突川沿いの会場
は、多くの来場者が草花や盆栽などを買い
求めていました。

16カメラトピックス

3月26日
平川動物公園リニューアルオープン
オープンしたアフリカの草原ゾーン、アシカ・
ペリカンプール、マントヒヒ・バーバリーシー
プ展示場には、多くの親子づれなどが訪れ
ています。今後、平成27年度まで順次リ
ニューアル整備します。

3月25日
生まれ変わった中央町22番街区
本市の陸の玄関口・鹿児島中央駅近くの一
番街商店街に中央町22番街区再開発ビ
ル「アエールプラザ」がオープンし、多くの買
い物客でにぎわいました。

4月28日
「マルヤガーデンズ」がグランドオープン
三越鹿児島店跡に完成した「マルヤガーデ
ンズ」が開店し、初日は約3万2千人が訪れ
ました。いづろ・天文館地区の新たなにぎ
わい創出の拠点として期待されます。

4月上旬
（歴史ロードを彩る桜並木）



17 カメラトピックス

5月11日	
第20回椋鳩十児童文学賞授賞式
「ぼくとあいつのラストラン」（ポプラ社）で受
賞した佐々木ひとみさんは、「椋鳩十先生
の作品はわたしの創作の原点。この作品は
子どもはもちろん大人にもぜひ読んでもら
いたい」と述べました。

6月7日
日本代表・遠藤選手と松井選手へ届
け！勝利へのメッセージ
この日、サッカーワールドカップ南アフリ
カ大会日本代表の遠藤保仁選手（桜島出
身）と松井大輔選手（鹿児島実業高校出
身）へ応援メッセージが渡されました。日本
代表は遠藤・松井両選手の活躍もあり、決
勝トーナメントに進出。大きな勇気と感動
を与えてくれました。

5月15日
「甲突池まつり」開催
平成の名水百選の一つである甲突川源流
の甲突池で行われた「甲突池まつり」。“甲
突池の恵み”に感謝し、八重山の天狗と甲
突池のガラッパらが踊りを披露しました。

7月1日
明後日朝顔プロジェクト2010鹿児島
アサガオを通じて全国に交流の輪を広げる
このプロジェクトに、本市は平成20年から
参加。今年は市長と鹿児島YMCAインター
ナショナルスクール幼稚舎の園児たちが、
本館正面玄関にアサガオの苗を植えつけま
した。

6月上旬
（かごしま水族館  イルカ水路）



　

市
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る「
鹿
児
島
市
」。

　

福
祉
や
教
育
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ
た
る
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
、行

政
と
協
働
し
て
取
り
組
む
市
民
活
動
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

Vol.10
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　　
　

ナ
チ
ュ
ラ
ル
は
ー
と

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
シ
テ
ィ

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
シ
テ
ィ
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組
合
か
ら「
新
た
な
交
流
拠
点
を
作
っ

て
、商
店
街
に
に
ぎ
わ
い
を
創
り
た
い
」

と
の
要
望
が
あ
り
、わ
た
し
た
ち
も「
子

育
て
世
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
を
持

ち
た
い
」と
い
う
希
望
が
あ
っ
た
の
で
、

県
内
初
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
商
店
街
の
連

携
に
よ
る
活
動
を
脇
田
電
停
近
く
の
宇

宿
商
店
街
に
あ
る
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル“
コ
ス

モ
タ
ウ
ン
”で
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。子

育
て
支
援
活
動
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

経
験
と
実
績
は
あ
る
も
の
の
、い
ざ
商

店
街
に
に
ぎ
わ
い
を
創
り
出
す
活
動
と

な
る
と
、ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
わ
か
ら

ず
、と
て
も
悩
み
ま
し
た
。わ
た
し
た
ち

が
で
き
る
こ
と
は
、イ
ベ
ン
ト
を
行
い
商

店
街
に
人
を
集
め
る
こ
と
。し
か
し
、１

回
の
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
は
に
ぎ
わ
い
は

一
過
性
に
終
わ
り
ま
す
。継
続
的
な
イ
ベ

ン
ト
が
で
き
た
ら
商
店
街
に
人
が
集
ま

り
、活
気
が
生
ま
れ
る
。

そ
こ
で
、さ
ま
ざ
ま
な
講
座
や
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
て
、来
て
く
れ
た
人
た
ち

に
商
店
街
に
も
寄
っ
て
帰
っ
て
い
た
だ

「
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教

育
、子
育
て
相
談
を
通
し
て
、地
域
の
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
」と
平

成
18
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
ナ
チ
ュ
ラ
ル

は
ー
と
」を
設
立
。

開
設
当
初
は
、親
子
向
け
の
絵
本
な

ど
の
お
は
な
し
会
を
し
た
り
、地
球
温

暖
化
防
止
の
た
め
の
環
境
標
語
を
募
集

し
て
歌
に
し
た
り
し
ま
し
た
。未
来
あ

る
子
ど
も
た
ち
へ
美
し
い
地
球
を
残
そ

う
と
、子
ど
も
た
ち
に
地
球
を
大
切
に

す
る
心
を
育
ん
で
も
ら
う
た
め
に
始
め

た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
が
、全
国
か
ら

１
０
２
４
点
の
応
募
が
あ
り
、子
育
て
家

庭
の
環
境
へ
の
関
心
の
高
さ
に
驚
き
ま

し
た
。

設
立
４
年
目
の
平
成
21
年
に
は
誰
も

が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
子
育
て
支
援

施
設
と
し
て「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ひ
ろ
ば
ぶ

ど
う
の
木
」を
開
設
。宇
宿
商
店
街
振
興

く
よ
う
に
一
声
掛
け
て
い
ま
す
。

当
初
、土
・
日
曜
日
、祝
日
の
み
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
い
て
い
ま
し
た
が
、今
年
４
月

か
ら
、月
～
金
曜
日
に
無
料
の
子
育
て

相
談
を
始
め
ま
し
た
。　
　

昔
は
地
域
の
人
た
ち
が
子
育
て
の
悩

み
を
聞
い
て
、

子
ど
も
を
預

か
り
地
域
で

子
育
て
を
手

伝
っ
た
も
の

で
す
。地
域
住

民
同
士
の
関

係
が
希
薄
に

な
っ
て
き
た

今
、
わ
た
し

た
ち
が
そ
の
役
割
を
担
っ
て
、地
域
の
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
活
動
し
て
い
ま

す
。子
育
て
に
悩
む
お
母
さ
ん
た
ち
は

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
。一
人
で
子
育
て

に
悩
む
皆
さ
ん
の
外
出
す
る
き
っ
か
け

と
な
っ
て
、ま
た
、ほ
か
の
お
母
さ
ん
た

ち
と
の
仲
間
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
の
場
を
提
供
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

現
在
施
設
を
利
用
し
て
い
る
子
ど

も
た
ち
が
親
と
な
り
、そ
の
子
が
、ま
た

宇
宿
商
店
街
を
訪
れ
る
。わ
た
し
た
ち

の
活
動
が
き
っ
と
商
店
街
に
足
を
運
ぶ

き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。遠
く

先
の
こ
と
で
す
が
、必
ず
商
店
街
の
に
ぎ

わ
い
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
は
廃
校
を
利
用
し
た
イ
ベ
ン

ト
や
、教
員
を
退
職
し
た
人
た
ち
を
集

め
て
、教
員
を
目
指
す
大
学
生
た
ち
へ
の

育
成
指
導
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
商
店
街
に
子
ど

も
た
ち
の
元
気
な
声
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ

る
活
動
の
場
を
提
供
し
て
、商
店
街
が

に
ぎ
わ
い
、地
域
が
活
気
付
く
よ
う
な

活
動
の
拠
点
を
商
店
街
に
置
き

街
に
に
ぎ
わ
い
を

い
つ
で
も
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い

子
育
て
相
談

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
地
域
社
会
を
目
指
し
て
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取◆材◆メ◆モ
「子どもたちの笑顔と笑い声を聞く

と、疲れも吹っ飛びます」と話す中村

さん。子どもたちを愛する“ナチュラル

はーと（自然なこころ）”をいつまでも

持ち続けてほしいと思います。

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。ぜ
ひ
、気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

話
を
し
て
く
れ
た
人

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ナ
チ
ュ
ラ
ル
は
ー
と

理
事
長　

中
村　

章
仁
さ
ん

問
い
合
わ
せ 

1
２
５
０
・
５
０
７
０



20私の好きな場所

谷山観光協会会長

満
み つ

田
だ

　貞
さ だ

雄
お

さん

昭和６年菱刈町（現・伊佐市）生まれ。
中学校の教員として勤務後、平成５年から
谷山在住。市社会教育指導員を経て、平成
７年谷山観光協会事務局長。平成15年か
ら同協会会長に就任。



ぶ
り
」の
中
で
慈
眼
寺
を「
観
音
の
堂
を
石
上
に
作

り
か
け
、石
の
間
を
面
白
く
水
の
流
、夏
は
そ
う
め

ん
流
し
と
て
、水
上
よ
り
そ
う
め
ん
を
流
し
、下
に

て
す
く
い
喰
。石
上
の
酒
宴
甚は

な
は
だ
き
ょ
う
興
あ
り
」と
紹
介
し

て
お
り
、こ
の
こ
ろ
に
は
和
田
川
の
中
に
あ
る
岩
の

間
に
流
れ
る
水
に
そ
う
め
ん
を
流
し
て
食
べ
て
い

た
よ
う
で
す
。

慈
眼
寺
公
園
内
の
そ
う
め
ん
流
し
は
、和
田
川

の
せ
せ
ら
ぎ
と
カ
ジ
カ
の
声
を
聞
き
な
が
ら
そ
う

め
ん
流
し
を
楽
し
め
、３
月
中
旬
か
ら
10
月
末
の

営
業
期
間
中
、毎
年
約
５
万
人
が
訪
れ
ま
す
。ま
た

平
成
20
年
か
ら
は
市
内
の
外
国
人
留
学
生
を
招

待
し
、そ
う
め
ん
流
し
を
体
験
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
風
情
を
外
国
の
皆
さ

ん
に
も
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
い
い
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
も
豊
か
な
自
然
と
そ
こ
に
息
づ
く
歴

史
が
感
じ
ら
れ
る
慈
眼
寺
を
多
く
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

21 私の好きな場所

都
会
の
中
の
オ
ア
シ
ス

　

慈
眼
寺
自
然
遊
歩
道

そ
し
て
第
15
代
藩
主
・
島
津

家
久
が
自
ら
の
号
を
と
っ
て「
慈

眼
寺
」と
名
づ
け
、以
来
、坊
津
の

一
乗
院
、志
布
志
の
宝
満
寺
と
と
も
に
薩
摩
三
名め

い

刹さ
つ

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
明
治
２（
１
８
６
９
）年
の
廃は

い

仏ぶ
つ

毀き

釈し
ゃ
く

で

本
堂
な
ど
は
破
壊
さ
れ
、「
慈
眼
寺
」は
廃
寺
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。公
園
内
の
自
然
遊
歩
道
沿
い

に
残
る
境
内
跡
に
は
仁
王
像
、石
仏
が
残
さ
れ
て

お
り
、わ
ず
か
に
往
時
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

昭
和
３（
１
９
２
８
）年
に
弘
法
大
師
の
遺
徳
を

偲
ぶ
た
め
に
、伊
敷
の
梅
ケ
淵
や
城
山
な
ど
の
市

内
近
郊
の
古こ

刹さ
つ

跡
に
88
体
の
石
仏
が
作
ら
れ
ま
し

た
。慈
眼
寺
に
は
68
番
か
ら
88
番
の
石
仏
が
あ
り
、

自
然
遊
歩
道
の
コ
ー
ス
で
あ
る
紅
葉
谷
の
傍
ら
に

は
、現
存
す
る
19
体
の
石
仏
が
た
た
ず
ん
で
い
ま

す
。ま
た
最
終
88
番
の
石
仏
の
奥
に
祀ま

つ

ら
れ
て
い

る
弘
法
大
師
像
と
不
動
明
王
像
に
は
、今
も
多
く

の
人
が
参
詣
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

自
然
遊
歩
道
を
歩
き
、慈
眼
寺
の
地
に
刻
み
込

ま
れ
た
歴
史
の
跡
を
見
る
た
び
に
、こ
の
歴
史
を

掘
り
下
げ
て
、皆
さ
ん
に
伝
え
る
こ
と
の
必
要
性

を
痛
感
し
ま
す
。

慈
眼
寺
と
い
え
ば
そ
う
め
ん
流
し
が
有
名
で
す

が
、和
田
川
沿
い
の
岩
に「
索
麺
流
」と
彫
ら
れ
て

お
り
、そ
の
歴
史
は
古
い
よ
う
で
文
献
に
も
そ
の

様
子
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

天
保
９（
１
８
３
８
）年
に
参
勤
交
代
で
帰
国
す

る
第
27
代
藩
主
・
島
津
斉
興
に
同
行
し
た
江
戸
の

講
釈
師
・
伊
東
凌
舎
が
書
い
た
旅
行
記「
鹿
児
島

慈
眼
寺
自
然
遊
歩
道
は
慈
眼
寺
公
園
入
口
か

ら
和
田
川
の
渓
流
に
沿
う
よ
う
に
公
園
内
を
通

り
、ふ
る
さ
と
考
古
歴
史
館
や
谷
山
神
社
を
経
て
、

慈
眼
寺
公
園
入
口
へ
と
戻
る
コ
ー
ス
で
、わ
た
し
も

時
間
を
見
つ
け
て
は
よ
く
こ
の
自
然
遊
歩
道
を
歩

い
て
い
ま
す
。

春
は
桜
、夏
は
ア
ジ
サ
イ
、秋
は
コ
ス
モ
ス
と
四

季
折
々
に
咲
き
誇
る
花
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。特
に
和
田
川
沿
い
の
遊
歩
道
は
紅
葉
谷
の
紅

葉
に
風
情
を
感
じ
、川
の
せ
せ
ら
ぎ
や
野
鳥
の
さ

え
ず
り
を
聞
き
な
が
ら
散
策
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
、わ
た
し
に
と
っ
て
は
け
ん
騒
を
逃
れ
て
、心
が

安
ら
ぐ
場
所
で
す
ね
。

慈
眼
寺
公
園
周
辺
は
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て

い
ま
す
が
、歴
史
の
あ
る
土
地
で
あ
る
こ
と
は
、皆

さ
ん
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

慈
眼
寺
公
園
に
は
以
前「
慈
眼
寺
」と
い
う
寺
が

あ
り
ま
し
た
。「
慈
眼
寺
」は
１
３
０
０
年
以
上
前

に
朝
鮮
の
百く

だ

ら済
か
ら
来
日
し
た
日に

ち

羅ら

上
人
が
開
い

た
と
伝
え
ら
れ
、そ
の
後
、天
文
11（
１
５
４
２
）年

に
島
津
貴
久
が
造
営
し
、福
昌
寺
の
末
寺
と
な
り
、

曹
洞
宗
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

留学生も冷たいそうめんと風情を満喫

自然の中に刻み込まれた歴史を
感じることができる道



コウモリの不思議に迫る
鹿児島国際大学国際文化学部　教授 舩

ふ な こ し

越 公
き み と し

威 さん
昭和23年広島生まれ。コウモリのエコーロケーションなどに興味を持ち、研究に取り組んでいる。主な著書に「コ
ウモリのふしぎ」や「現代の哺乳類学」など。舩越教授の活動内容は、ホームページ（http://www.iuk.ac.jp/
ningenbunka/teachers-funakoshi.html）でもご覧になれます。

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
、そ
れ
は
開
拓
さ
れ
た
場
所
と
未
開
拓
の
場
所
の
は
ざ
ま
。転
じ
て
、学

問
・
技
術
な
ど
の
最
先
端
を
意
味
す
る
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
住
む
鹿
児
島
に
も
、新
し
い
事
に
挑
戦
し
て
い
る
人
、最
先
端
を
走
っ
て
い
る

人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

か
ご
し
ま
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
は
、そ
ん
な
人
た
ち
、そ
し
て
そ
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
。

鹿
児
島
の
最
先
端
を
一
緒
に
の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

Kagoshima
Frontier
Kagoshima
Frontier

22かごしまフロンティア



「
気
味
が
悪
い
」、「
怖
い
」―

人
が
コ
ウ

モ
リ
に
抱
く
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

コ
ウ
モ
リ
と
い
え
ば
、吸
血
鬼
を
思
い
浮

か
べ
る
人
も
多
く
、映
画
で
は
、魔
女
の
住

む
不
気
味
な
城
の
周
り
を
コ
ウ
モ
リ
の
群

れ
が
飛
び
交
う
と
い
っ
た
シ
ー
ン
が
数
多

く
登
場
す
る
。

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
な
ど
の
ヒ
ー
ロ
ー
番
組
に

出
て
き
た
蝙こ

う
も
り蝠
男（
コ
ウ
モ
リ
系
の
怪
人
）

と
い
う
悪
役
を
思
い
出
す
人
も
多
い
は
ず
。

映
画「
バ
ッ
ト
マ
ン
」で
は
コ
ウ
モ
リ
を
モ

チ
ー
フ
と
し
た
正
義
の
ヒ
ー
ロ
ー
が
活
躍

す
る
が
、コ
ウ
モ
リ
は
日
本
で
は
あ
ま
り

好
感
を
持
た
れ
て
い
な
い
。

「
日
陰
者
の
コ
ウ
モ
リ
で
す
が
、私
た
ち

人
間
に
と
っ
て
、実
は
魅
力
的
で
有
益
な
動

物
で
す
」と
舩
越
教
授
。

教
授
は
、長
年
、コ
ウ
モ
リ
の
行
動
や
生

態
を
主
な
テ
ー
マ
に
研
究
を
続
け
て
い
る
。

き
っ
か
け
は
、旅
先
の
洞
窟
で
初
め
て
冬

眠
中
の
コ
ウ
モ
リ
と
出
会
っ
た
と
き
。

そ
の
か
わ
い
い
姿
に
一
目
ぼ
れ
。以
来
、コ

ウ
モ
リ
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

コ
ウ
モ
リ
は
哺ほ

に
ゅ
う乳
類
で
、唯
一
、飛
ぶ
こ

と
が
で
き
る
動
物（
飛
翔
動
物
）で
あ
る
。

種
類
は
１
１
０
０
種
に
お
よ
び
、哺
乳
類

の
中
で
は
ネ
ズ
ミ
類
に
次
い
で
多
い
。世
界

に
広
く
分
布
し
、日
本
に
は
35
種
が
い
る
。

コ
ウ
モ
リ
は
、夜
に
な
る
と
ど
こ
か
ら
と

も
な
く
現
れ
る
が
、そ
の
生
態
は
謎
の
ベ
ー

ル
に
包
ま
れ
て
い
る
。

「
研
究
し
て
分
か
っ
た
こ
と
は
、コ
ウ
モ

リ
が
生
態
系
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な

い
動
物
だ
と
い
う
こ
と
で
す
」

コ
ウ
モ
リ
の
す
み
か
は
、洞
窟
、廃
坑
、

防
空
壕ご

う

、岩
の
割
れ
目
、樹
木
に
い
た
穴

（
樹
洞
）や
、群
葉
、枯
葉
、樹
皮
の
裏
な
ど

多
様
だ
。

コ
ウ
モ
リ
の
多
く
は
夜
間
飛
ん
で
い
る

昆
虫
を
餌
と
し
て
い
る
。ま
た
、花
粉
や
花

蜜
、果
実
な
ど
を
食
べ
る
コ
ウ
モ
リ（
食
果

性
コ
ウ
モ
リ
）も
い
て
、花
粉
の
媒
介
や
種

子
散
布
を
手
伝
う
な
ど
、森
林
生
態
系
の

中
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

コ
ウ
モ
リ
の
最
大
の
特
徴
と
し
て
、エ

コ
ー
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
自
ら
発
し
た
高
周
波

音
と
反
響
音
を
比
較
し
て
物
体
の
認
識
を

行
う
こ
と
）の
能
力
を
持
つ
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
る
。

こ
の
能
力
に
よ
り
、コ
ウ
モ
リ
は
、物
体

ま
で
の
距
離
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
、暗

闇
の
中
で
も
簡
単
に
餌
を
探
す
こ
と
が
で

き
る
。

「
夜
に
バ
タ
バ
タ
と
複
雑
に
飛
び
交
う
コ

ウ
モ
リ
の
姿
を
見
か
け
た
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、こ
れ
は
、エ
コ
ー
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
っ
て
、餌
と
な
る
昆
虫
を
捕
獲
し
て

い
る
の
で
す
。餌
の
中
に
は
、人
間
が
嫌
う

蚊
や
ハ
エ
の
ほ
か
に
、森
林
に
い
る
害
虫
が

含
ま
れ
て
お
り
、コ
ウ
モ
リ
は
こ
こ
で
も
森

林
の
生
態
系
維
持
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。ど
ち
ら
か
と
い
う
と
悪
い
イ

メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
い
る
コ
ウ
モ
リ
が
実

は
、人
間
が
嫌
う
虫
な
ど
を
退
治
す
る
益

獣
な
ん
で
す
よ
」

コ
ウ
モ
リ
は
気
温
が
下
が
っ
て
く
る
と

餌
と
な
る
昆
虫
が
少
な
く
な
る
た
め
、冬

眠
に
入
り
、暖
か
く
な
る
春
ま
で
活
動
を

ほ
と
ん
ど
停
止
す
る
。

冬
眠
す
る
動
物
は
、特
殊
な
生
命
現
象

を
持
つ
と
い
わ
れ
て
お
り
、冬
眠
中
の
コ
ウ

モ
リ
は
活
動
し
て
い
る
期
間
よ
り
も
死
亡

率
が
予
想
以
上
に
低
い
と
い
う
デ
ー
タ
が

あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、舩
越
教
授
は
、「
冬
眠
状

態
に
入
る
と
低
体
温
に
耐
え
、細
菌
感
染

を
抑
制
す
る
な
ど
、有
害
因
子
に
対
す
る

防
御
能
力
が
増
大
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
こ
と
が
死
亡
率
の
低
下
に
起
因
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

冬
眠
状
態
に
入
る
と
、が
ん
な
ど
の
発
生

を
抑
制
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、

人
工
冬
眠
の
誘
導
が
可
能
に
な
れ
ば
、人

工
低
体
温
よ
り
も
は
る
か
に
安
全
な
医
学

的
治
療
へ
の
応
用
が
可
能
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
よ
」と
話
す
。

「
コ
ウ
モ
リ
を
研
究
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

人
間
の
想
像
を
超
え
る
可
能
性
が
広
が

り
、そ
れ
を
追
求
し
て
い
く
に
は
ま
だ
ま
だ

時
間
が
か
か
り
ま
す
」と
楽
し
そ
う
に
話

す
舩
越
教
授
。コ
ウ
モ
リ
研
究
の
第
一
線
で

の
活
躍
は
今
後
も
続
く
。

誤
解
の
多
い
コ
ウ
モ
リ
の
イ
メ
ー
ジ

コ
ウ
モ
リ
の
不
思
議
な
生
態
が

果
た
す
役
割

コ
ウ
モ
リ
の
持
つ
特
殊
能
力

冬
眠
と
医
学
分
野
へ
の
応
用
可
能
性

かごしまフロンティア23

コウモリは中国では縁起のよい動物とし
て、工芸品などに多く描かれている。中国
などの貿易の影響を受けた薩摩切子には
コウモリをかたどった「藍色船形鉢」という
名品がある。
（写真は仙巌園提供）

宮崎県御池でのコウモリの生態調査



24あなたのフォトサロン

鹿児島市長賞
　「みつめあう仲」　諏訪園　保（紫原三丁目）

昨年７月からの１年間に平川動物公園内で撮影された応募作品277点の中から選ばれ
た市長賞と特別賞を紹介します。
なお現在、第３回フォトコンテストの撮影期間です。
詳しくは平川動物公園261-2326へ

「第２回平川動物公園フォトコンテスト」



25 あなたのフォトサロン

（財）鹿児島市都市施設管理公社理事長賞
　「夢の動物園」　吉村　スミ子（平之町）

南日本新聞社賞
　「あーん」　金田　敏子（日之出町）

鹿児島市平川動物公園長賞
　「フラミンゴの行進」　中川　義昭（紫原二丁目）
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26エコなまち かごしま 

❖
天
然
の
ク
ー
ラ
ー
で
集
会
場
を
快
適
に

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」は
、ゴ
ー
ヤ
や
ア
サ
ガ
オ
な
ど

の
つ
る
性
植
物
を
、日
当
た
り
の
良
い
窓
際
に
は
わ
せ

て
つ
く
る
、自
然
の
カ
ー
テ
ン
で
す
。室
内
や
建
物
へ
の

直
射
日
光
を
さ
え
ぎ
る
こ
と
で
、冷
房
の
使
い
す
ぎ

や
建
物
の
蓄
熱
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、葉
か
ら
出
る
水
蒸
気
は
、ま
わ
り
の
温
度
を

下
げ
る
効
果
が
あ
り（
蒸
散
作
用
）、涼
し
い
風
を
室

内
に
呼
び
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

緑
の
カ
ー
テ
ン
の
魅
力
は
、誰
で
も
気
軽
に
取
り

組
め
、植
物
を
楽
し
み
に
育
て
な
が
ら
、ヒ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
現
象
や
地
球
温
暖
化
防
止
に
役
立
つ
こ
と
で

す
。約

４
４
０
世
帯
が
集
ま
る
玉
里
団
地
西
第
四
町
内

会
で
は
、研
修
会
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど
大
人
や
子

ど
も
の
利
用
機
会
が
多
い
夏
の
時
期
を
快
適
に
過
ご

そ
う
と
、昨
年
か
ら
、集
会
所
の
裏
手
の
花
壇
に
ゴ
ー

ヤ
の
カ
ー
テ
ン
作
り
を
始
め
ま
し
た
。今
年
は
、同
町

内
会
の
60
歳
以
上
の
住
民
で
構
成
さ
れ
た「
喜
楽
会
」

と
合
同
で
植
え
付
け
。メ
ン
バ
ー
は
、ら
く
ら
く
体
操

や
研
修
会
の
合

間
に
植
え
付
け

た
ゴ
ー
ヤ
の
世

話
を
続
け
て
い
ま

す
。

❖
ゴ
ー
ヤ
が
結
ぶ
地
域
住
民
の
絆き

ず
な

町
内
会
長
で
、喜
楽
会
メ
ン
バ
ー
の
文ぶ

ん

城じ
ょ
う

テ
ツ

子
さ
ん
は「
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
始
め
て
、集
会
場

内
の
温
度
が
下
が
り
暑
さ
が
和
ら
ぎ
ま
し
た
。

ゴ
ー
ヤ
の
緑
は
視
覚
的
に
も
清
涼
感
を
感
じ
ま

す
よ
ね
」と
う
れ
し
そ
う
。窓
際
に
観
葉
植
物
を

置
く
と
、視
覚
的
な
清
涼
作
用
が
う
ま
れ
、暖
色

系
や
寒
色
系
と
違
い
、色
の
視
覚
に
よ
る
体
感
温

度
も
違
う
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、収
穫
さ
れ
る
ゴ
ー
ヤ
は
住
民
で
分
け
合

い
、今
年
は
料
理
教
室
も
開
催
し
ま
す
。

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
作
り
の
輪
が
地
域
に
広
が

り
、ゴ
ー
ヤ
を
話
題
に
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
な
ど
住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
進

み
、一
石
二
鳥
の
効
果
が
あ
り
ま
す
」と
文
城
さ

ん
。今

日
も
、ま
ぶ
し
い
朝
陽
が
降
り
注
ぐ
集
会

所
に
は
、ゴ
ー
ヤ
の
カ
ー
テ
ン
の
心
地
よ
い
清
涼

感
を
感
じ
な
が
ら
、活
動
す
る
地
域
住
民
の
声

が
に
ぎ
や
か
に
響
き
ま
す
。

緑のカーテンの作り方は市ホー
ムページ（ht tp://www.c i t y.
kagoshima.lg.jp/）からご覧いた
だけます。(PDF形式で入手可)

植え付けの様子

環境リーディングシティを目
指す鹿児島市。
環境に配慮した取り組みをし
ている市民や事業者、学校が増
えています。
皆さんが実践するエコな取り
組みのヒントをご紹介します。

緑のカーテン
（玉里団地西第四町内会喜楽会）５月に喜楽会のメンバーと一緒に植えたゴーヤのカーテン。「成長が楽しみ」と語る文城さん
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EVENT ALBUM

2010年ＵＣＩサイクルサッカー
ワールドカップ鹿児島大会

UCIサイクルサッカーワールドカップは年間８戦が行わ
れ、上位チームが決勝大会に進出し、優勝チームを決定す
る国際大会です。５月６日、鹿児島アリーナで開催された第
２戦には国外から５チーム、国内から５チームの計10チー
ムが参加し、迫力とスピード感あふれる熱戦を繰り広げま
した。
優勝はオーストリアのマツダヘキスト。２位に金剛東京、

３位に関西大学と日本勢の健闘も光りました。
来年11月には同じく鹿児島アリーナで「世界室内自転
車競技選手権鹿児島大会」が開催され、サイクルサッカー
に加え、サイクルフィギュアの演技も行われます。

27 イベントアルバム



～オクラ～
生産農家

浜﨑　治久さん
（喜入瀬々串町）

の

と れ た て

かごしま

ネ
バ
ネ
バ
が
特
徴
の
オ
ク
ラ
。隣
接
す
る
指
宿
市

が
生
産
量
日
本
一
だ
が
、太
陽
の
恵
み
を
受
け
、同

じ
く
日
当
た
り
が
良
く
、温
暖
で
水
は
け
の
よ
い

土
壌
の
喜
入
地
域
で
も
15
年
ほ
ど
前
か
ら
オ
ク
ラ

の
栽
培
が
始
ま
り
、今
で
は
１
０
０
戸
を
超
え
る
農

家
が
栽
培
を
し
て
い
る
。

今
回
訪
れ
た
浜
﨑
さ
ん
の
畑
で
も
、ち
ょ
う
ど
旬

を
迎
え
た
オ
ク
ラ
に
出
会
え
た
。

浜
﨑
さ
ん
の
オ
ク
ラ
は
３
月
中
旬
に
種
を
ま
く
。

５
月
に
薄
い
黄
色
の
花
が
咲
き
、６
月
か
ら
10
月
に

か
け
て
毎
日
出
荷
す
る
。オ
ク
ラ
の
花
は
約
10
㎝

間
隔
で
茎
の
付
け
根
に
咲
き
、朝
に
開
い
て
昼
下
が

り
に
は
し
ぼ
む
、一い

ち

日に
ち

花ば
な

だ
。花
が
落
ち
る
と
空
に

向
か
っ
て
と
ん
が
っ
た
実
が
で
き
、８
〜
10
㎝
の
大

き
さ
に
な
る
と
収
穫
。

暑
い
７
月
に
な
る
と
実

は
１
日
に
２
～
３
㎝
も

伸
び
る
の
で
、
朝
５
時

か
ら
収
穫
す
る
日
々
が

続
く
。

「
お
い
し
い
オ
ク
ラ
づ
く
り
に
は
土
が
大
切
。線

虫
や
イ
ボ
果
の
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
、天
気
や

湿
度
に
注
意
し
な
が
ら
肥
料
を
与
え
て
い
ま
す
」

と
浜
﨑
さ
ん
。栄
養
た
っ
ぷ
り
の
土
に
寄
っ
て
く
る

線
虫
を
駆
除
す
る
た
め
、収
穫
が
終
わ
っ
た
畑
の
土

は
消
毒
し
、１
年
間
休
ま
せ
る
と
い
う
。「
病
気
に
も

す
ば
や
く
対
応
で
き
る
よ
う
に
、畑
の
中
の
オ
ク
ラ

１
本
１
本
に
目
を
配
っ
て
、丹た

ん

精せ
い

込
め
て
育
て
て
い

ま
す
。」と
ほ
ほ
笑
む
。

お
い
し
い
オ
ク
ラ
の
見
分
け
方
は
鮮
や
か
な
緑

色
で
角つ

の

が
し
っ
か
り
張
っ
て
い
て
、産う

ぶ

毛げ

に
お
お
わ

れ
て
い
る
こ
と
。へ
た
の
切
り
口
が
白
い
も
の
が
新

鮮
な
証
拠
だ
と
い
う
。

豊
富
な
食
物
繊
維
と
粘
り
気
が
夏
バ
テ
防
止
に

役
立
つ
と
い
わ
れ
て
い
る
。生
で
も
、油
で
揚
げ
て

も
お
い
し
い
が
、ネ
バ
ネ
バ
や
産
毛
が
苦
手
と
い
う

人
は
煮
る
と
気
に
せ
ず
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ほ
か
ほ
か
ご
飯
に
オ
ク
ラ
の
つ
く
だ
煮
を
の
せ
て
、

ぜ
ひ
お
試
し
あ
れ
。

とれたて旬のかごしま 28

１．材料
オクラ500ｇ、
こいくちしょ
うゆ80cc、
酢50cc、みり
ん70cc、砂糖
100ｇ

２．料理手順
①オクラのへたを切り落とし、ひとくち大に切る。
（板ずりはしなくていい）
②すべての材料を鍋に入れ、弱火で２時間煮たらで
きあがり。お好みで昆布や切り干し大根、いりこを
入れてもおいしい。冷凍もできる。

手軽で
おいしい
おすすめ
レシピ

手軽で
おいしい
おすすめ
レシピ

「オクラのつくだ煮」
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「慣れないうちは、見よう見まねでOK！

使っている筋肉を意識するだけで違うよー」

テンポのよい音楽が流れる中インストラク

ターの元気な声が響きます。

簡単なステップから始まり、少しずつ手の

動きをつけ、さらに複雑なステップへ。徐々

に激しくなる動きに、汗ばんできます。

はじめのうちは動きがぎこちない人も、回

数を重ねて全９回の講座が終わるころには、

見違えるほど、のびのびとした大きな動きに

なるのだそう。

「久々の運動でハードに感じますが、何と

かついていけそう。汗をかくことがストレス

解消になり、とても楽しい」と参加者の声。

きついと思ったら続かない。間違っても、リ

ズムと合っていなくても大丈夫。楽しいと感じ

ることが大事と、インストラクターの新留さ

ん。冗談や笑いも交えながら、進めていきま

す。

１時間ほどエアロビクスをしたら、後半は

ボディケアストレッチ。ゆったりとした動きで

全身の筋肉を伸ばします。

じっくりストレッチをすると、翌日筋肉痛に

なりにくいとのこと。横になって行うストレッ

チでは気持ち良さに思わずウトウトするほど。

リラックス効果も抜群です。

「動と静」を取り込れた身体にうれしい「最

強コンビ」で運動不足解消です。

今日も元気です！！

　いつまでも健やかに心豊かに暮らすことはみんなの願い。市では、健康づくりの輪

を広げるため「かごしま市民健康5
ゴー

5
ゴー

プラン」を策定し、市民の皆さんの健康づくりを

応援しています。

　このコーナーでは、健康づくりに取り組んでいる皆さんを紹介します。

青年会館講座「簡単エアロ＆ボディケアストレッチ」

ゆっくりアキレス腱
けん

を伸ばします

いい汗をかいて気分爽
そうかい

快



30かごしま上空散歩

［
甲
突
川
河
口
周
辺

］

か
ご
し
ま

　
　

上
空
散
歩

か
ご
し
ま

　
　

上
空
散
歩

全
長
２
４
．
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
甲
突
川
は
、

市
の
西
方
に
位
置
す
る
八
重
山
に
源
を
発
し
、

中
心
部
を
流
れ
錦
江
湾
に
注
い
で
い
ま
す
。

甲
突
川
の
川
底
に
堆た

い

積せ
き

す
る
土
砂
を
さ
ら

い
、積
み
上
げ
て
で
き
た
の
が
天
保
山
で
、江
戸

時
代
に
は
11
門
の
大
砲
が
置
か
れ
、
外
国
か
ら

の
攻
撃
に
備
え
ま
し
た
。
現
在
も
天
保
山
公
園

内
に
砲
台
の
台
座
の
一
部
が
残
さ
れ
、
往
時
の

様
子
を
伝
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
付
近
に
は
薩
摩
藩
の
船
を
あ

ず
か
る
「
御お

船ふ
な

手て

」
が
あ
り
ま
し
た
。
慶
応
２

（
１
８
６
６
）年
、
坂
本
龍
馬
が
妻
お
り
ょ
う
を

連
れ
薩
摩
を
訪
れ
た
と
き
に
も
、
こ
の
「
御
船

手
」か
ら
上
陸
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
10
月
に
は
、
天
保
山
シ
ー
サ
イ
ド
ブ

リ
ッ
ジ
の
た
も
と
に
「
す
こ
や
か
子
育
て
交
流

館
」（
与
次
郎
一
丁
目
）が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
親

子
が
気
軽
に
つ
ど
い
、
交
流
で
き
る
ほ
か
、
屋
内

の
大
型
遊
具
や
砂
場
な
ど
で
天
気
を
気
に
せ
ず

遊
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。
育
児
相
談
や
子
育
て

情
報
の
発
信
な
ど
、
子
育
て
支
援
の
総
合
的
な

拠
点
と
な
り
ま
す
。

天保山シーサイドブリッジ

天保山橋

天保山大橋

御船手跡

天保山中学校

すこやか子育て交流館
（10月開館予定）

甲突川

錦江湾

国道225号

中
洲
通
り

中央消防署

天保山公園

平成21年７月撮影
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